Nalidixic Acid --a New Antibacterial Agent-- by 西浦, 常雄 et al.
Title新化学療法剤Nalidixic acidの治験
Author(s)西浦, 常雄; 横山, 繁; 石神, 行雄










新 化学 療 法 剤NalidixicAcidの治験
都立駒込病院泌尿器科(医長 西浦常雄博士)
西 浦 常 雄
横 山 繁
石 神 行 雄
                NALIDIXIC ACID 
             —A NEW ANTIBACTERIAL AGENT— 
        Tsuneo  NISHIURA, Shigeru YOKOYAMA and Yukio ISHIGAMI 
            From the Department of Urology, Komagome Hospital,Tokyo
                        (Chief : T. Nishiura, M. D.) 
A clinical trial of Nalidixic Acid in twenty patients with urinary infections was  made. 
Nalidixic Acid was found to be effective in the treatment of urinary infections. 
Side effects were of minor nature.
は じ め に
NalidixicAcidはSterling-Winthrop
ResearchlnstituteでLesher(1962)Pによ
り合 成 さ れ た 新 し い 形 の 新 化 学 療 法 剤 で,第1













有効 と推定 され,既 存 の各種抗 生物質 との間 に
交叉耐性 はない.経 口的 に投与 され,胃 腸管 よ
り良 く吸 収 されて,主 として尿 より排泄 さ れ
る.し か も動物実験 に よると毒性 は極 めて低
い.故 にGramnegativeorganisms感染 の
多 い尿路感染症 の治療 に貢献す る ことが主 とし
て期 待 され,ま た耐性 赤痢や種 々の気道感染等
の治療に も期待 されてい る。
NalidixicAcidの尿路感染症 におけ る 臨床
実験 と して,Kulm(1963)3》の集計に よれば,
慢性 腎孟 腎炎8例 にすべ て有効,淋 菌性尿道炎
を含 む下 部尿路感染症 に14例中13例に有効で,
しか もこれ らの殆ん どは他 の抗生物 質に無効で
あつ た もので あつた とい う 他 の尿路 感染症の
治療群 では7例 中1例 有効1例 やや有効,他 は
無効 とい う成 績で あつ た とい う 大越等(1963)
4)は膀胱炎,淋 疾,副 睾丸炎等 に用 いて15例中
13例に有 効な成 績を認め ている.Lishman&
Swinney(1963)5)は60例の尿路感染症 につい
て検討 して有効性 を認 め,特にE,coli,Proteus
感染 に優秀 な成績 を得 るとし,ま た尿路感染 菌
に対す るDisk感性 を他の抗生物質 と比較 し,
NalidixicAcidに最 も優秀 な結 果 を え て い


























































績 を,Furadantin投与 例を対 照 として 検 討
し,症 状の改善 が早 く.膿 尿 消失,培 養上菌陰
性 化がす ぐれてい ることを認めて いる.Slade
(1963)7)は開業医の 臨床実験33例(E.coli,
Proteus尿路感染症)を 集計 してその有用性 を
認 めてい る.な お実験8》では アル カ リ性 にす る
と活性体 が多 くなる とされて いるが,尿 の酸度
と臨床効果 を比較 してみ るとそれ程著明 な効果
がみ られ なかつ た と述べ てい る.
われわ も今 回Winthrop社よ り臨床試 験を
依頼 され たので尿路感染症 に応 用 した ところ,
甚 々有用 な成績 をえたので,な お小数 例では あ
るが発表 す ることに した.






つた.種 々の事情で細菌の種類や株数が少 くな り,特
にProteusついての検討が行いえなかつたのは残念
































































































Disk法 に よつ て各 種 抗 生 物 質 に対 す る感 性 を 同 時 に
検 討 した.各 々 の抗 生 物 質 に 対 して 感 性 と判 定 され る
菌 株 を そ の菌 種 の全 菌 株 に 対 す る百 分 率 で 表 示す る と
第3表 の如 くな る.E.coli,Klebsiella,Citrobacter
に 対 して はNalidixicAcidが最 も高 率 の 感 性 を 示 し
て い る.な おNalidixicAcidのDisk法感性 検 査 の
判 定基 準 は,5mcgDiskに 著 明 な 阻 止 帯 を 認 め る も
の を高 度 感 性,30,60mcgDiskに 認 め る もの を 感
性,60mcgDiskにの み認 め られ る も のを 軽 度 感 性 と
し,す べ て のDiskに 阻 止 帯 の 認 め られ な い もの を 耐
性 と され て い るが,第3表 で,Staphylococcusに対
して3例 中2例(66%)に 感 性 とな つ て い る の は,第
2表 に み る如 く60mgDiskに の み 阻止 帯 の認 め られ
る もの で,最 小発 育 阻 止 濃 度 も100mcg/mlとい う
状態 で あつ た.一 方 他 の 抗 生物 質 もDisk法 で(+)
よ り(甘)(柵)と判 定 され る もの を す べ て一 様 に 感性 と
して 計算 した もの で あ るが,EMに 対 す るE。coliの
67%感性,Pseudomonasの17%感性 等 の 内容 は殆 ん
ど(+)程 度 の 感 性 に す ぎな い もの で あつ た.
臨 床 効 果
投与方法は毎食直後及び就寝前に2錠宛(1錠0.5
9),す なわち1日 量49を 忘れないように4回に分
服するように指示した.投 与期間は試供品が少い関係


















































































関与す ることの少い,単 純な尿路感染症と,そ の他の
ものとの2群 にわけて観察した.
(1)単純な尿路感染症
第4表 の如 く11例中7例 に著効を認めている.投与
期間は3～10日問で,第2群 か らみると一 般 に 短 か








Disk感性 投 与 量
9× 日}
投 与 後
一 一.一 一一　 　
剰PC・Mi・M」 ・・iCPEMI・LM・・M
効果
























































































第5表 にみる如 く何 らかの尿路障害に合併した複雑
な尿路感染症の症例は9例 で,尿 道狭窄,膀 胱頸部硬
化症,憩 室,結 石,神 経因性膀胱機能障害等に合併 し
た慢性膀胱炎・腎盆腎炎・fftueq丸炎等である.1日4
9を6～14目間にわたつて投与 している。
西 浦 ・twlII・石 神 一 新 化 学 療 法 剤NalidixicAcidの治 験 /15
























































































































9例 中著 効1例,有 効3例,稽 々有 効3例,無 効2
例 とい う成 績 を えて い る.投 与 前 認 め られ た 尿 路 感
i染菌 はE.coli3例,Klebsiella3例Citrobacter
1例,Proteus1例,培 養 陰 性1例 で あ るが,Disk
感 性 は す べ て5剤 以 上 の 耐 性 株 で,Klebsiellaの1
例 び 及Citrobacterの1例はCOM(十D以 外は す べ て
耐性 とな つ て い た,
著 効 の1例 は 尿 路 奇 形,尿 道 狭 窄 に伴 つ たKlebsiella
感染 の 腎孟 膀 胱 炎 で,Sulfa剤,合 成PC製 剤,TC,
TM,EM,CP,OLM,COM投 与 に対 して頻 回に わ
た つ て再 発 を繰 返 して いた もの で あ るが,Nalidixic
Acid投与 後 は 現 在 まで 約2カ 月 間 再 発 を 認 め て い な
い.
この 群 の症 例 は 色 々 な意 味 で難 治 な 症 例 で あつ て,
NalidixicAcid投与 前 に も 種 々な 化 学 療 法 剤 が投 与
され て い る.こ の群 で 認 め られ た 尿 路 感 染 菌 は す べ て
invitroで一 般 的 に はNalidixicAcidに反 応 す る こ
とに なつ て い る の に,9例 中 無 効2例,稻 々 有 効 に
す ぎ ない ものが3例 とい う成 績 は あ ま り良 い とは 言 え
ない よ うに 思 わ れ るか も しれ な い が,こ れ を す べ て
NalidixicAcidの責 に す る こ とは で きな い.個 々の
症 例 の 尿 路 の 条 件 等 を考 え合 わ せ る と,臨 床 的 に は む
しろ 良 い成 績 が得 られ た と感 じて い る.
第3例 は 投 与 前 の尿 の培 養 で はEcoliが 認 め られ
たが,NalidixicAcid投与 後3日 後 及 び7日 後 の 尿
の培 養 てはStreptococcusfaecalisが認 め ら れ,
E.coliは消 失 して い る,こ れ は 始 め にE.coliと
Strept.faec,が存 在 して い た が,』前 者 が 圧 倒 的 に 多
い た め に 見 逃 され た もの と思わ れ,NalidixicAcid
の 投 与 に よつ て これ に感 性 のE.coliだけ が 消 失 し,
Strept.faec.が残 存 した もの と思 わ れ る.
副 作 用
20例中2例 に胃腸障害を訴えて投与中止を希望され






お わ り に
以 上を 総括 す るに,現 在 の と こ ろNali-
dixicAcidは大 した副作用 もな く,優 秀 な臨
床効果 をみた もの と判定 され る.
化 学療法剤 の進歩 に比例 して耐性菌 が益 々増
加 しつつ ある今 日,感 染症 の治燦に は沢LL1の武
器が必要 であ る.こ の意味 でNalidixicAcid






















9)西 浦 ・横1-Ll:日泌 尿 会 誌,541989,1963.
